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一パ キス

Prelilninary lnquiry in view

protectiOn education:A

タンの事例 か ら

with developing tools for environment

casc of a small village in Pakistan

鈴 木 清 史

1.研 究 の 目 的

本 稿 は、 発 展 途 上 国 の就 学児 童 を対 象 と した環 境 教 育 ツール の 開発 を行

うた め に実施 した基 礎 資料 収集 のた めの調 査 報 告 で あ る。 こ こで い う環 境

教 育 は ゴ ミ分別 の学 習 で あ る。 著者 は共 同研 究者 と ともに、児 童 が楽 しく

学ぶ こ とが で き る よ うな学習 ツール の 開発 を最 終 的 な 目標 と して い る。

発 展 途 上 国 にお い て 環 境 教 育 が 必 要 で あ る こ とは以 前 か ら指 摘 され て

い る (た とえば、ズ オ ン チー  ビ ック ッ ィー 2005)。 そ の理 由 と して

は、 こ う した 国 ぐに にお いて は 、地域 や 行 政 の レ ヴェル にお い て 、 ゴ ミの

回収 、 処 理 そ して処 分 とい う仕 組 み が確 立 して い な い こ ともあ り、住 民 の

あい だ で の ゴ ミ対 処 につ い て の意識 が 育 って い な い こ とが あ げ られ る (高

畑 2010:http://www― cycle.nies.go.jp/magazine/kenkyu/20100524.htm)。

実 際 、発 展 途 上 と見 な され て い る多 くの 国や 地域 にお い て 、人 び とは ゴ

ミを開放 投 棄 (オ ー プ ンダ ンプ)す る傾 向 に あ り、 それ が 自 らの住 環 境 の

悪 化 を招 い て い る こ とも珍 しくない。 この傾 向 は 、 非者「市部 に行 くほ ど明

らか に な る。

本 稿 で取 り上 げて い るパ キス タ ン・ イ ス ラム共 和 国 (以 下 パ キス タ ン )

の農 村 部 で も事 情 は 同 じで あ る。 村 人 は食 べ かす や ゴ ミそ して包 装 紙 な ど

を無 造 作 に路傍 に投 げ捨 て て い く。 食 物 の ゴ ミは 、 そ の ま ま 土 に帰 るが 、

ナ イ ロンや アル ミ製 の包装袋 や レジ袋 は、風 に吹 かれ て集 落 の一 角 に溜 ま

つて い た りす る。 貧 しい層 の人 び とは ゴ ミが流 れ て い る水 路 で洗 濯 して い

る こ とも珍 しくな い (図 1)。

路 上や 農 道 に農 産 物 の食 べ かす をそ の ま ま捨 て て い くの は 、村 人 はそ れ

らが時 間 と ともに分 解 して次 の収穫 物 の肥 料 とな るの を知 って い るか らで

あ る。 村 人 は、 こ う した従 来 の知識 を、外 か ら持 ち込 まれ た化 学 素材 で あ

るナ イ ロ ン袋 や プ ラステ ィ ック に 当て は めて、 オ レンジ皮 や サ トウキ ビの

茎 と同 じよ うに扱 い、 ポイ捨 て を して い た。 かれ らは、新 素材 も時 間 の経

過 と ともに土 に戻 り姿 を消す と受 け取 つて い るの で あ る。

確 か に、 ナイ ロン製 包 み紙 や レジ袋 は投 げ捨 て られ る と、 そ こに は と ど

ま らず に姿 を消 して い た。 しか し、 それ は 、風 に飛 ば され た だ けで 、 土 に
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帰 してい るわ けで はなかった。現実 は、集落 の一角 に吹 き寄せ られ 、 ゴ ミ
の曲 とな り、生活環境 に悪影響 をお よば してい るので ある。

住環境 の改善 は、村 人が ゴ ミの処分 につ いての新 しい対応 か ら始 まる と
いえる し、そ のた めにはかれ らは新 しい知識 を習得す るこ とも必要 となる。

著者 と共 同研 究者 が開発 を意図 してい るのは、 この種 の知識 習得 を促す
学習 ツール で ある。 これ は、生活環境 改善のた め、村人、 とくに小学校低
学年 に相 当す る児童 に、 ゴ ミの分 Ell処 分 の知識 を得 て も ら うこ とをめ ざ し

てい る。 大入 よ りも、就学児童年齢層 を対象 にす るのは、集 団での学習機
会が あ り、長期 的 な教育効果 を見込む こ とがで き る と判 断 してい るか らで
ある。

図 薔 レジ袋 や ゴ ミが流 れ て い る水 路 で洗 濯 す る女性 た ち

撮 影 :著 者 2010

しか し、何 を ゴ ミ とす るのか は とい うの は難 しい こ とが らで あ る。 確 か

に、普 遍 的 に ゴ ミだ と見 な され る物 質 は あ る。 しか しな が ら、 同 じ物 質 が

一 方 で は ゴ ミ (不 要 晶 /処 分 して加 工後 再利 用 す る こ とも含 む対 象 )と み な

され て も、他 方 で は なん ら加 工 しない ま まで、 始 の ま ま再利 用 可能 だ と と

らえ られ て い る こ ともあ る。 つ ま り、後者 で は 、 そ の物 質 は ゴ ミで は ない

こ とは もち ろん だ が 、驚 工 して再利 燿 す る資源 (ゴ ミ)に な るわ けで もな

い。 そ の物 質 の機 能 をそ の まま残 して い る こ とにな る。
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こ うした違 い は個 人 に起 因す る こ ともあ るだ ろ うが 、 同 時 に、時 代 や 社

会 的経 済 的 な状 況 に よ り、地 域 や 国 に よる差 もあ る と思 われ る。 何 を処 分
ゴ ミとす るか、 あ るい は再利 用 を 目的 と して加 工 で き る資源 (ゴ ミ)と す

るか につ いて の情 報 は、 日本 とは国情 が異 な る発 展 途 上 国 を対 象 に した教

育 ツー ル で は重 要 な要 素 とな る。 今 回 の試 み は、 こ う した情 報 を集 め る こ

とを主 た る 目的 と した。 児 童 を対 象 と した の は、 大 人 や 学 校 生 活 か ら学 ん

で い る こ とが反 映 して い る と考 えた こ と と、限 られ た訪 間期 間 に ま とま っ

て情 報 を収 集 す る こ とが 可 能 だ と判 断 した か らで あ る。

今 回 の調 査 で は 、大 ま か に は 2つ の こ とが らを調 べ る こ とに した。 1つ
は、対象 とな る児 童 た ちは何 を ゴ ミとす るのか、 とい う範 囲 を さ ぐる こ と

で あ る。 2つ めは、 ゴ ミを処 分 と処 理 加 工 して再 利 用 で き る、 い わ ゆ る処

分 ゴ ミと資源 ゴ ミに 区分 で き るのか ど うか を確 認 す る こ とで あ る。

2,実 践 例

(1)調 査 地 の概 要

調 査 を行 った の は、パ キ ス タ ンのパ ン ジ ャブ州 々都 ラホー ル か らカ ラチ

につ なが る国道 5号 線 を 300キ ロメール ほ ど南西 に 下 つた ところに位 置 す

るベ ハ リ県 A地 区 で あ る。 こ こ で は 国 際 連 合 の ミ レニ ア ム 開 発 目標

(Millennium Development Goalsi MDGs)に 準 じた 開発 が行 な われ て い る (鈴

木 2010)。

パ キス タ ンの地 方行 政 単位 で は 、県 に は 3～ 4の 郡 (Tehsil)が あ る。 そ し

て 1つ の郡 は地方行 政 の最 小 単位 とな る地 区 (UniOn cOuncil:以 下 UC)か
らな り、 UCは 普通 10ほ どの村 (village)で 構成 され て い る。 郡 内 の UCの
数 は地域 ご とに差 が あ る。

A地 区は、 下流 域 でイ ンダ ス川 に合 流 す る ラ ヴィ川 沿 い に位 置 し、郡 内

には 4つ の運 河 が縦 横 に走 って い る。 土地 は肥沃 で 、綿 花 、 小 麦 、 サ トウ

キ ビ、大豆 な どが栽 培 され てい る。 この地 区には、 全 部 で 11の 村 が あ る。

1998年 の国勢調 査 で は、 この地 区 の総 世 帯数 は 2,877で 、地 区人 口は 1

万 9,677人 (男 性 1万 203人 、女性 9474人 )で あ る。 1世 帯 の平 均 構 成 人

数 は 6.8人 とな って い る。 た だ し、2008年 に この地 区の全 世 帯 を対 象 に行

なわれ た 、私 的調 査 で は 3,203世 帯 (男 性 11,357人 /女 性 10,538人 :計
21,895人 )と い う統 計 もあ る。

経 済 的 には、全 世 帯 の 28パ ー セ ン ト (894世 帯 )が 最 貧 あ るい は極 貧 状

況 に あ る。これ に恒 常 的貧 困層 (1,391世 帯 )を 加 え る と、地 区 の人 口の 7割
強 は貧 しい生活 の 中 に あ る。 さ らに、 パ キ ス タ ン に もカー ス トの身 分 制 が

あ る。この地 区で は小 さ く区分 す れ ば 10を 超 え る階 層 が あ る。大 半 は農 民

層 で 、彼 らの大 半 は地 主 に仕 え る小 作農 で あ る。

(2) 使 用 した 素材

今 回 の調 査 で は、2つ の教材 を 自作 で 準備 した。 素材 に した の は 、 日本
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国 内 で の環 境 教 育 に用 い られ て い る著 作 権 の制 約 を受 けな い イ ラス ト集 の

図柄 や イ ンター ネ ッ ト上 の 写真 で あ る。 日本 の素材 をつ か うこ とで 、 日本
とパ キス タ ンの差 異 を見 つ け られ る こ とも期待 した。

1準 備 した教材 の 1つ は、再 生 可 能 な資源 ゴ ミと処 分 (焼 去「)ゴ ミを //JR別

す る こ とを 目的 とす るゲー ム で あ る。 資源 ゴ ミは紙 。金 属 惨ペ ッ トボ トル

系 のプ ラスチ ック ゴ ミ 苺古 着 で、処 分 ゴ ミは生 ゴ ミ他 で あ る。 1っ ひ とっ
の 晶 目のイ ラス トを名 刺 サ イ ズ の カー ドに印刷 し、 ラ ミネ ー ト加 ェ した。
ゲ ー ム は 、 用 意 し た カ ー ドを 処 分 (disposa‡ )、 再 生 し て 資 源 と す る

(reCyClab‡ c)に 分 け、 さ らに後 者 はペ ッ トボ トル の よ うな化 学 素材 と金 属 素
材 に分 け る とい う簡 易 な もので あ る。実物 で は な く力 ‐ ドを使 うの で 、card
Sor會‡競g Ca難。と命 名 した。

図柄 と して準備 した 内訳 は 、食 品 99、 缶 系金 属 4、 古着 9、 古 タイ ャ 滲

ライ ター 。電 池 類 7、 金 属 系 正具 類 輔、ペ ッ トボ トル る、ガ ラス製 品 茫、瀬
戸物 感、七輪 や瓦 鬱鉢 な ど s、 台所 用 轟 怒、治 の他 吸 ぃ殻 脅古歯 ブ ラ シな ど
4と して 、合 計 35晶 日で あ らた (図 2)。

分 Bllカ ー ドは全 部 で 4セ ッ ト用 意 した。 実施 す る教 室 で 、集 回 間 で競 争
で き る よ うに した。 そ して、 現 地 で は 、 それ ぞれ の品 目に応 じて入 れ て い

く箱 を折 り紙 の要領 で作成 し、簡 易 の 「ゴ ミ籍 」 とす る こ とに したも 分 FJll

に使 うゴ ミ箱 用 の紙 l‐l、 日本 か ら持 参 した新 聞紙 を利 用 す る こ とに した。

鰊

図 機 Cartt Sbrting Catteの 例

注 :カ ー ドの 大 き さ は概 ね 9cm x 5cmで あ る。

珠ｆ
凸
嗅
郡
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カー ドを用 い た 分 別 ゲー ム とは別 に 、 クイ ズ形 式 の ゲー ム も用 意 した。
これ は、シー トに 10の 枠 を示 し、それ ぞ れ に 4か ら 5の 品 目を描 き、そ の

中の 1つ を性 質 ・ 分 類 の異 な る もの に した。 2シ ー トを 1組 と して用 意 し

た。 複 数 の事 物 の 中か ら異種類 の 品 を 1つ 見 つ け る とい うクイ ズ形 式 の ゲ
ー ム で あ る。 「違 うもの探 し」 と名 付 けた。

(3)調 査 会 場 の小 学 校

制 作 した ゲー ム は、 2010年 9月 27日 に A地 区 の小 学校 で実施 した。 こ

の村 で は、小 中学 校 は合 同 して お り、 さ らに宗 教 上 の理 由 か ら男 女 が 分 離

して設 置 され て い る。 調 査 を実施 した の は、 地 域 の 中心 部 か ら数 キ ロメー

トル 北 に位 置 す る女 子 学校 で あ っ た。この学校 は 1956年 に、地 元 の有 力 者
が私財 を投 じて 開設 し、現在 で は公 立 学 校 とな って い る。 教 員 は校 長 以 下

皆女性 で あ る。

対 象 と した の は 、小 学校 3年 か ら 5年 ま で の合 同 ク ラス で あ る。 教 室 内
には 31名 の児 童 が い た。 内訳 は 3年 生 が 15人 、 4年 生 と 5年 生 が併せ て

16名 で あ つた。 児 童 た ちは、 この学校 の周 辺 の 2つ の集 落 か ら来 て い た。
これ らの児 童 た ち は黒板 に向 か って左 右 の 2つ の集 団 に分 かれ て授 業 を受

けて い た。 机 は教 師 用 だ けで 、児 童 た ち は床 に座 り、 ノー トも教 科 書 も床

に置 い て学 習 して い る (中 学 生 は机 を使 用 で き る)。

試 み は午 前 10時 20分 か ら午 後 12時 ま で の授 業 時 間 内 で行 な っ た。パ キ
ス タ ンで は、英 語 を第 2公 用 語 と して い るた め、児 童 や 生 徒 た ち は学校 の

授 業 で習 って い る。 しか し、小 学校 中学 年 に相 当す る児 童 生 徒 で は ゲー ム

の解 説 を理解 で き るほ どの英 語 の語 彙 力 は な い。 そ こで 、 ゲー ム の趣 旨 と

や り方 を著者 が英 語 で説 明 した後 、 それ を通 訳 者 がパ ンジ ャブ語 の地 域 方

言 で訳 した。

(4)分 別 ゲー ム の実施 とそ の結 果

ゲー ム を行 な う際 の グル ー プ分 けは 、最 年 少 の 3年 生 は 14名 で 1つ の集

団 と して 、残 りを 4年 生 9名 、 5年 生 を 8名 と した。

ゲー ム の仕 方 を説 明 した後 、 日本 か ら持 参 した新 聞紙 を床 に敷 き、 そ の

上 に ラ ミネー ト加 工 した 85枚 の カー ドを置 い た。 この作 業 は児 童 に任 せ

た。 新 聞紙 を取 り囲 む よ うに児 童 が並 び 、 そ の片 側 に新 聞紙 でつ くった ゴ

ミ箱 を配 置 した (図 3)。

今 回 の試 み で は、 日本 か ら同行 した大 学 生 3名 を助 手 と して各班 に 1人
配 置 した。 彼 らが児 童 の質 問 を受 け る こ とに した。 生徒 と 日本 人 学 生 は話
し言 葉 で互 い を理 解 で きな い た め、身 振 り手 振 り、 お よび指 さ しで の対応

とな った。

分別 作 業 の早 さ と年 齢 (学 年 )と は 関係 してお り、年 長 の 5年 生 は もつ

と早 く分別 を終 了 した (6分 弱 )。 そ して 3年 生 が もつ とも長 い時 間 を要

し、 ゲー ム全 体 は 7分 弱 で終 了 した。
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今 回 の試 み には 、 日本 を出発 す る前 に十 分 な情 報 を入事 で きて ぃ なか ら

た こ と、 それ に ともな う準備 不 足 が あ っ た。 ま た現 地 で は正 規 の授 業 時 間

を臨 時 に借 りて調 査 を行 な った とい うこ ともあ り、厳 密 な時 間計 浜Jや 、
「

_‐

分 け され た カー ドの順 番 な どの記録 を とる こ とが で きて ぃ な い。 以 下 の報

告 は、 それ ぞれ の グル ー プ を担 当 した助 手 の ノー トや 映像 の記 録 か らま と

めて い る。

どの学年 にお い て も、果 実や 野菜 な どの食 材 系生 ゴ ミは容 易 に 区 Ellさ れ

て い た。 台所 用 晶や 工具 t金 属 関連 の 品 に も難 しさはな か った。 これ は空

き無 や 通ヽ さな金 属製 品、廃 材 の本 材 な どにつ い て も同 じで あ った。しか し、

食材 系 の生 ゴ ミと異 な り、廃 材 や 金 属 類 を示 す 図柄 のカ ー ドがす ぐ さま ゴ

ミ箱 に入 れ られ た わ けで はな か った。

これ につ い て、 ゲ ー ム終 了後 、通 訳者 が次 の よ うな情 報 を提 供 して くれ

た。 この学校 が あ る よ うな地 域 で あれ ば、 空 き缶 は少 し加 工 して 、 コー ソ

ク をの澄 る ラ ンプ台 と して 4‐
ll用 され て い る。 本 片 は燃 料 に な る。 さ らに本

ね じ、 は さみ 、 ドライ バ ーー、ペ ンチ な どは、修 理 して壊 れ るまで理 用 され

て い る6つ ま り、 カニ ドに描 かれ て い る空 き缶 、本 片 、本 ね じ、 あ るい は

工具 な どは、 311作 者 は資源 と して再 生 可能 な 「ゴ ミJと して示 したっ も り

で あ るが 、 この村 で はそ の ま ま あ るい は少 し修 理 す れ ば直 に再 7-ll用 で き る

物 質 と理 解 され て い る とい うこ とで あ る。

ガ ラス 毬瀬 戸物 製 品 につ い て も、児 童 の 間 に l―■特 徴 的 な行 動 をみ る こ と

が で きた。 彼 らは、 これ らの 品 は割 れ た ら利 用 価 値 が な くな る とい うの 1/■

分 か つて い る よ うだ った。 しか し、現 実 に は、 自宅 に これ らの 品 が た く さ

ん あ るわ けで ない た め、壊 れ た際 に ど うす るか (ゴ ミと して廃 棄 す るの か

ど うか )が 分 か らなか った よ うで あ る。

図 3 カー ド分別 をす る生徒 た ち 撮 影 :著 者 餞③量◎

=`6=



(5)「 違 うもの探 し」 の実施 とそ の結 果  |        ‐

分別 ゲー ム を終 えた後 、 「違 うもの探 し」ゲー ム を行 な ら た 6こ れ は A4
サイ ズ大 の 1枚 の紙 シニ トに ‡0の 枠 を示 し、そ の なか に描 かれ て い る複 数
の図柄 か ら、性 質 、種 類 な どが異 な る品 を選 ぶ とい うゲー ム で あ る。 騨的

は、 品 を 区分 けで き るか ど うか を確 認 す る こ とで あ った。

用 紙 に }ま 、 雪藤れこ 「Choose ottc i‡ ett that is differe陰 奄fr◎畿 the rest itt each

cё l‡ (各 欄 で種 類 の異 な る品 目を 豊つ選 び な さい
)」 と英 語 で表 議 して い た。

違 うもの探 しの クイ ズ ゲー ム は、 お お む ね数 分 で終 了 した。
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児童 た ちは、ガ ラスや本材 な どを示 した図 4の カー ドついては、それ ぞ

れ の枠 のなかか ら異 な る品 を容易 に探 しだ した。しか し図 5の カー ドで は

反応 が異 なっていた。 このカー ドには、食べ物 (果 物 磯野菜 ゆ魚 )、 飲 み

物 ご とに異 な る食器 、乗 り物 、公共 の広場 での ゴ ミの散舌L状 態、分 lllさ れ
た 古紙 、 がれ きな どが示 され て い た。
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児 童 た ちが 困惑 した よ うに見 えた の は 、図 5の 下 か ら 2段 の な か に あ る

分別 (掃 除 した状 態 )と 未 分 別 (汚 れ た ま ま の状 態 )を 示 して い る絵 で あ

つた。 これ らは分 別 /未 分別 の どち らか が示 され て い る絵 を選 択 す る こ と

が期 待 され た カー ドだ った。

児 童 らが最 初 に見せ た反 応 は、 それ ま で の枠 内 で は登 場 して い な か った

人 物 を含 む 項 目を選 ぶ こ とで あ らた。 しか し、 このや り方 だ と、適 用 で き

る枠 とそ うで は な い枠 が あ るた め、解 決 に な らな い こ とに気 が つ い た児 童

が多 か つた。 そ こで袋 入 りとか 、缶 とか を選 ぼ うと した よ うで あ る。

正解 の 可否 は と もか く、 ゲー ム 自体 へ の児 童 の反 応 は、 文 化 差 を考 慮 し

て も、好 意 的 で あ った よ うに思 われ る。 ゲー ム終 了後 、各 グル ー プ を見守

った学 生助 手 らか らクイ ズ実 施 中の児 童 の行 動 や 対応 につ い て報 告 が あ っ

た。 代 表 的 な の は以 下 の報 告 で あ る。

「全 部 き ちん と答 え られ るま で 、何 度 も挑 戦 す る姿 を見 て本 当に

自分 で考 えてや って い るん だ と感 じま した。 最 初 の 1人 の児 童 が

答 え合 わせ を求 め て 、 わ た しの ところ にや っ て き た後 は、 次 か ら

次 へ と児 童 が尋 ね に きた の に は び っ く りで した。 自分 で考 え る と

い う力 はつ い て い る と思 い ます が 、答 え合 わせ の時 になぜ こ うい

う答 え に な るの か を説 明 で きた らよか った と思 い ます。 わ た しの

ところ に、 正解 や 採 点 を求 めてや って くるた び に、用 紙 の裏 に花

丸 や 星 を書 い て『 good』 とい うマ ー ク をつ け ま した。 生徒 が 喜 ん

だ か ど うか は わ か りませ ん が 、 自分 た ちが評 価 され た とは感 じて

も らえた と思 い ます 」

(6)授 業 後

予 定 したす べ て の活 動 を終 えた時 、学 校 の終 業 時 とな った。 児 童 の 下校

時 間 で あ つた。 児 童 が帰 宅す る前 に、 日本 か ら持 参 した 、個 装 を施 した ク

ッキー を 2つ ず つ 配 布 した。

半数 以 上 は、 それ 以 前 に配布 した鉛 筆 と一 緒 に 自宅 へ持 っ て帰 る様 子 だ

つた。 しか し、 そ の場 で食 べ て しま う児 童 もい た。 これ らの児 童 は包 装紙

をす ぐ さま教 室や 屋 外 の通 路 に捨 て た。 教 室 の 内外 に ゴ ミ箱 が な い とい う

事 実 を考 慮 して も、授 業 が児 童 た ちの行 動 変容 にす ぐさま に結 びつ い て い

なか った の を示 唆 して い る。

3.展 望

(1)過 去 の試み との 比較

今 回 の試 み か らは次 の点 が 明 らか にな った と思 われ る。 1つ は、す で に

指 摘 され て い る こ とで あ るが (吉 川 、 2009)、 「ゲ ー ム」 とい う教材 が 国

境 や 文化 の差 を こ えて学 習 の ツー ル と して有効 で あ る こ とで あ る。 今 回 の

試 み にお い て本 来 な ら部外者 な の に、教 室 で参加 した い と強 く求 め て きた
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児 童 が い た。 ゲー ム が児 童 の好 奇 心 を 引 き起 こ して い た こ とは疑 い よ うも

な い。2つ め は、ゴ ミ分別 とい う 日常生 活 の一 場 面 を取 り上 げ て い る こ と、

さ らに は食 べ 物・ 食 材 が ゲー ム の素材 にな つて い る こ とで 、児 童 生徒 に は

ゲー ム に よ り親 しみ を もつて も らえた と思 われ る こ とで あ る。 日常 品 目を

通 して児 童 生徒 た ち は家庭 ゴ ミの分別 処 分 の仕 方 を容 易 に学 習 で き るだ ろ

うと推 察 で き る。 この点 は 日本 で 開発 され た 防 災 ゲー ムで あ る 「ぼ うさい

ダ ック」 (日 本 損 害保 険協 会 )を 同 じ小 学校 で試 み た時 とは異 な る(鈴 木 、

2011)。

「ぼ うさい ダ ック」 は、 「害 (ハ ザ ー ド)」 とそれ に対 処 す る身 体動 作

を示 したカー ドゲー ムで あ る。 ナ マ ズ が地震 を引 き起 こす とい う、 日本 で

の昔 か らの言 い伝 え を踏 ま えて 、表 に はナ マ ズ が描 かれ 、裏 には身 体 を保

護 す るた め の動 作 と して頭 を腕 で保 護 して身 をか が め る (英 語 で い う duck

[ダ ック ]の 動 作 )が 示 され て い る。 台風 には 、防御 行 動 と して 「情 報 を よ

く集 め よ う (天 気 予 報 を聞 きま しょ う)」 とな って い る。 さ らに、大 雨 の

場 合 、 雨具 (長 靴 )を 身 につ け る絵 が描 かれ て い る。 これ らの身 体動 作 は

日本 で は通 用 す るが 、パ キス タ ンの児 童 に はわ か りに くか つた よ うで あ る。

児童 た ちは、ナ マ ズ と地震 を連 想 で き な か った。

2010年 パ キ ス タ ンで は大洪 水 を経 験 して い るが 、この地 の児 童 た ち に と

つて長 靴 の よ うな雨 具 は容 易 に手 に入 らない 品 で あ る。 さ らに、気 象 の変

化 をテ レビや ラ ジオ で知 る とい うこ ともあま りあ る とはい え ない。つ ま り、

防 災 ゲー ム につ い て い えば、 国情 ・ 文化 差 を配 慮 す る必 要 が は つ き り して

い た (鈴 木 、 2011)。

しか し、食 品 に 関 わ る 日常 生活 上 の ゴ ミ分 別 につ い て は、 こ うした差 違

が少 な い の は明 白で あつた。 それ で も再利 用 の仕 方 が 日本 とパ キ ス タ ン と

で は異 な る事 物 が存 在 して い る こ とは ま ちがい な い。

日本 で は古 い くぎや 空 き缶 な どは、再 利 用 (リ サ イ クル )を 前 提 に金 属

ゴ ミと して 回収 され 、処分 され る こ とが多 い。 それ に対 して 、パ キ ス タ ン

の小 学校 の児 童 生 徒 の あい だ で は、古 い くぎはそ の ま ま直接 再利 用 され る

対象 とな って い た。 これ は、 日本 とパ キ ス タ ンの 国情 ・ 経 済 環境 の差 が 現

れ て い るた めだ と考 え られ る。 した が つて 、 ゴ ミ処 分 ・ 分別 に焦 点 を 当て

た境保 全 の た めの教 材 とい うこ とになれ ば、パ キス タ ンで は何 を 「ゴ ミ」

とす るのか とい うこ とを さ らに調 べ た 上 で の教材 の 改 良 が必 要 とな る。 加

えて 、再利 用資源 と して回収 され て い る 「ゴ ミ」 にお い て 実 際 に再利 用 さ

れ て い る品 目の情報 を整 理 して お く必 要 が あ るだ ろ う。

(2)社 会 的 な背 景 の考慮

これ らの結 果 に加 えて、パ キ ス タ ンの この村 にお い て は固有 の社 会 的 状

況 に も注意 す るべ き こ とが 明 らか に な った。 今 回 の試 み の後 、参加 した 生

徒 た ち に くば つた ク ッキー を食 べ た児 童 生徒 が 、包 装 の プ ラステ ィ ック袋

を教 室 内や 校 庭 に無頓 着 に捨 て る姿 が 目立 った。
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これ につ い て 、 通 訳 者 はつ ぎの よ うに解 説 した。 仮 に、校 庭 に ゴ ミを捨

てた ま ま に してお い て も、学校 に はそれ らを掃 除す る人 び とが い る。 通 学

して い る児 童 は多 くの場 合 、 自宅 に もそ う した掃 除係 の使 用 人 が い る。 こ

れ はパ キ ス タ ンの 身 分 制 (カ ー ス ト)に 由来 す る。 実 際 、 この地 区 の調 査

で は 10を 越 え る階層 が確 認 され て い る (Ali、  2008)。 そ の た め、就 学 し

てい る児 童 生 徒 た ちの な か には ゴ ミ処 分 とい うこ とに気 が 至 らな い こ と も

あ る。

身 分制 につ い て の通 訳 者 の説 明 には留 意 を して お く必 要 が あ る。確 か に、

この地 区 を歩 い て い る と就 学年 齢 に達 して い る と思 われ る子 どもた ちが畑

仕 事や 、家屋 の周 辺 の掃 除 を して い る姿 を数 多 く、そ して頻 繁 に見 か け る。

彼 らは通 学 して い るわ けで は な い。 学 校 教 育 を受 け て い な い ので あ る。 彼

らはい わ ゆ る召使 い家族 の子弟 で あ る。 地域 の有 力 者 の場 合 、家 屋 や 敷 地

内 の掃 除や 食 事 担 当 と して数 世 代 にわ た って 同 じ家 族 を住 ま わせ て い る こ

ともあ る とい う。 こ うした家 族 の子弟 は物 心 つ い た ときか ら親 の後 ろ につ

い て ま わ り将 来 自分 が従 事す る こ とに な る仕 事 を覚 えて い くので あ る。 少

な く とも、今 回 の プ ログ ラム実施 時 点 で は、 この子 どもた ち には就 学 の機

会 はなか った。

この現 状 か ら浮 か び上 が る疑 間 は、今 後 開発 し活 用 す る学 習 ゲー ム は誰

を対 象 にす るの か とい うこ とで あ る。 答 えは容 易 に見 つ け る こ とは で きな

いが 、通 訳 者 の 自宅 の例 か ら、希 望 的 な観 測 を示 した い。

彼 の 自宅 に は、掃 除担 当を含 む複 数 世 帯 が召使 い と して の家屋 管 理 や 料

理 を担 つて い る。 通 訳者 は海 外 で の生 活 経 験 は な い が 、 自 ら率先 して ゴ ミ

の分別 や ゴ ミ箱 管 理 を行 い 、 それ を世 話 を して い る召使 い た ちに 自分 の行

動 を通 して教 えて い る (と い うよ り実 際 に は行 為 と して 見せ て い る)。 か

れ らは、 主 人 で あ る通 訳 者 の振 る舞 い を まね て ゴ ミを分 別 し、衛 生 管 理 に

注意 を払 つて い る。 それ は主 人 の世話 をす る とき だ けで な く、召使 い で あ

るかれ ら 自身 の生 活 で の ゴ ミの 回収 な どの行 動 に見 る こ とが で き る。

これ は 1例 で しか な い。 しか し指 導者 が模 範 を示 す こ とで 、行 動 パ ター

ンに変 化 を喚 起 し得 る こ とを示 してい る ともい え る。

子 どものす べ て が就 学 で き るわ けで は な い とい う状 況 を踏 ま え る と、今

後 は学校 外 の場 面 で の教 育 の あ り方 を考 えて い く こ とが重 要 に な る。 長 期

的 には、就 学 を促 す こ とが第 一義 の重 要 課題 で あ る。 他 方 短 期 的 に は 、 召

使 い を使 う立場 に あ る人 び とや 地域 の指 導者 へ の啓 発 も別 の可能性 と して

あ り得 る とい え るだ ろ う。

注

1)本 研 究 の一 部 は、平成 22年 ～平成 24年 度 科 学研 究補 助 金 基盤 研 究 費

(C)[仮 題 番 号 (22520819)発 展途 上 国 にお け る住 民 主体 の環境 安 全 教 育
プ ログ ラム の開発 と評価 ](研 究 代 表者 :鈴 木 清 史 )に よつて行 われ た。

助 成 に感 謝 申 し上 げ ます。
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2)本 研 究 は 、上記 科 学研 究補 金 に よ る慶 應 義 塾 大 学 商学 部 教 授 吉川 肇 子

氏 との共 同研 究 の一 環 で あ る。氏 の 同意 の も と単著 と して発 表 してい る。
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Preliminary Inquiry in view with developing tools for environment
protection education: A case of a small village in Pakistan

Seiji SUZUKI,Ph.D.

ABSTRACT: This paper is a preliminary report on the exploratory inquiry into
the feasibility of developing educational tools for environmental protection.
Two games were designed to elucidate differences of perceptions school
children may have in terms of what are thought of as garbage.The games
were tested in a girls' school in a farming village in Pakistan. Thirty one
pupils participated in this project. In one game, named Sorting Cards Game,
participants divided the items on the cards into disposals or recyclables. In the
other game, named Find the Difference, participants spotted one distinct item
from among four to five picture items drawn on the sheet. In each game, items
were classified almost in the same way as in Japan and cultural differences in
perceptions of garbage, anticipated at the stage of game making would not be a
serious obstacle. Besides, it was re-affirmed that games can be very effective
as a tool for education with a clear purpose.
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